
このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠にありがとう
ございます。
本製品をご使用になる前に、本取扱説明書をよくお読みください。
お読みになったあとは、大切に保管してください。

マツヨシ 2Way　さく乳器
らくらく CoCo 取 扱 説 明 書

SN024100101



目次
1.ご使用の前に　「安全上のご注意」･ ････････････････････････････3
2.製品説明･ ･･････････････････････････････････････････････････7
2.1	 製品説明･･････････････････････････････････････････････7
2.2	 各部品名称　さく乳器　2Way タイプ････････････････････7

3.充電･ ････････････････････････････････････････････････････ 10
3.1	 準備････････････････････････････････････････････････ 10
3.2	 充電････････････････････････････････････････････････ 11

4.分解の方法･ ･･････････････････････････････････････････････ 12
4.1	 ハンディカップ･･････････････････････････････････････ 12
4.2	 ハンズフリーカップ･･････････････････････････････････ 14

5.洗浄と消毒について･ ･･････････････････････････････････････ 15
5.1	 洗浄････････････････････････････････････････････････ 16
5.2	 消毒････････････････････････････････････････････････ 17
5.3	 電動部のクリーニングについて････････････････････････ 18
5.4	 部品の乾燥・保管････････････････････････････････････ 19

6.組み立てかた･ ････････････････････････････････････････････ 20
6.1	 ハンディカップの組み立てかた････････････････････････ 20
6.2	 ハンズフリーカップの組み立てかた････････････････････ 24

7.電動部の説明･ ････････････････････････････････････････････ 29
7.1	 さく乳の吸引モードの説明････････････････････････････ 29
7.2	 電動部の操作ボタンおよびディスプレイ表示････････････ 29

8.さく乳のしかた･ ･･････････････････････････････････････････ 30
8.1	 電動部の操作説明････････････････････････････････････ 30
8.2	 ハンズフリータイプのさく乳についてのポイント････････ 33

9.母乳の保存について･ ･･････････････････････････････････････ 34
9.1	 母乳の保存の期限（目安）･････････････････････････････ 34
9.2	 保存した母乳の温め方････････････････････････････････ 34

10.授乳について････････････････････････････････････････････ 36
11.日常のメンテナンスとお手入れについて････････････････････ 39
12.故障とお考えの前に･･････････････････････････････････････ 40
13.廃棄････････････････････････････････････････････････････ 41
14.部品仕様････････････････････････････････････････････････ 42
15.定格仕様････････････････････････････････････････････････ 43
16.保証規定････････････････････････････････････････････････ 45

2 3



1.ご使用の前に　「安全上のご注意」
ご使用前にこの「安全上のご注意」を必ずよくお読みいただき、正
しくお使いください。
ここに示した注意事項は、安全のために重要な内容を記載していま
す。これらの指示に従わないと、けがや製品の損傷につながる可能
性がありますので必ずお守りください。
本器を使用する場合、特に子供がいる際は、基本的な安全上の注意
を常に守る必要があります。
この取扱説明書は必ず保管してください。

誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示
で説明しています。

 警告 この表示の欄は「死亡または重傷を負う
おそれのある」内容を示します。

 注意
この表示の欄は「誤った取り扱いをする
と人が傷害を負ったり物的損害の発生」
が想定される内容を示します。

お守りいただく内容の種類を、次の表示で説明しています。

 指示 製品使用上の必ず実行していただきたい
内容を示します。

 禁止 製品使用上、禁止行為を示します。
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 警告

本器を電源に接続したまま、絶対に放置しないでください。
火災、発熱、発火の原因となります。
水やその他の液体に入れたり、かけ流したりした状態で本
器を使用しないでください。

入浴中やシャワー中は使用しないでください。

落としたりしないでください。

電動部が水やその他の液体にさらされた場合は、機器に触
れず、可能であればコンセントからプラグを抜き、電源を
切り、販売元に連絡してください。
USBケーブル、電源アダプターを傷つけたり、加工したり
しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。
プラグ、コネクター部が曲がってしまったUSBケーブルは
使用しないでください。
ショート、発熱、発火のおそれがあります。

さく乳以外の目的で使わないでください。

乳幼児の手の届くところに置かないでください。
誤って部品を飲み込んだりケガのおそれがあります。
不要になった本器の電動部を一般ゴミとして廃棄しないで
ください。リチウムイオンポリマー電池内蔵品のため、
40ページ(第13項)の廃棄の方法に従ってください。
本器を他の機器と隣接したり、積み重ねたりして使用しな
いでください。無線通信機器を使用する場合は、機器から
30cm以上離してください。
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 注意

本器は一人用です。複数の人が使用すると、健康上のリス
ク等が生じる可能性があり、保証対象外となります。

車の運転中はさく乳器を使用しないでください。

出産後までさく乳器を使用しないでください。さく乳は陣
痛を誘発する可能性があります。
授乳中またはさく乳期間中に妊娠した場合は、使用をただ
ちに中止し、専門の医療機関に相談してください。
初回使用時と使用後は、母乳と皮膚が接触するすべての部
品を洗浄、消毒してください。
さく乳器や付属品を子供の近くで使用する場合は、大人が
しっかり監視してください。
身体的、感覚的、精神的能力が低下している方、または知
識と経験が不足している方(14歳までの子供を含む)は、
使用に関する監督または指示を受けていない限り、本器を
使用しないでください。
充電完了後はすぐに本器から充電ケーブルを抜いてくださ
い。目安の充電時間を超えても(約3.0時間)充電が完了し
ない場合は、充電を中止してください。火災、発熱、破裂
等の原因になります。
水に落ちる可能性のある場所に本器を置いたり保管したり
しないでください。

本器を可燃物の近くで使用しないでください。

本器を直火やストーブ、その他熱源のそばに近づけないで
ください。
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毎回使用前に、個々の部品に亀裂、欠け、裂け目、変色、
劣化等がないか必ず確認してください。異常があった場合
は絶対に使用しないでください。
自分で修理しないでください。また、本器を改造しないで
ください。
睡眠中や過度に眠気のあるときは本器を使用しないでくだ
さい。
部品の変形・破損につながるため、電子レンジで加熱、煮
沸消毒をしないでください。
乳房が痛むときは、使用を控えてください。また、さく乳
により不快感や痛みを引き起こした場合は、本器の電源を
切り、乳房からさく乳口を取り外してください。
部品が正しく組み立てられているか、確認してから使用し
てください。
正しく組み立てられていないとさく乳ができず、故障の原
因になります。
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2.製品説明

2.1	 製品説明

本器は、授乳中の女性の乳房から母乳をさく乳して収集するための
電動式さく乳器です。本器は一人用です。ハンディカップとハンズ
フリーカップ、2Wayの動作モード（快速吸引モードと優しい吸引モー
ド）でご使用いただけます。
本器は、家庭、オフィス、ホテル等、様々な環境での使用を目的と
しています。

2.2	 各部品名称　さく乳器　2Way タイプ
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USBケーブル（Type-C）電動部

電動部
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シリコン
ダイヤフラム①

ダックビル弁

フタ

母乳ボトル

フランジ

ハンディカップ・哺乳セット

取り出し用
のベロが付
いています

哺乳セット

哺乳キャップ

乳首

乳首土台お手入れ用スティック
（ニップルケア）

※ 付属の乳首は1サイズ
で全月齢対応 （新生児
から卒乳まで）

※ 注　乳首は消耗品です。
1ヶ月を目安にお取替
をお願いします。

NIPPLE CARE



これらの部品の画像は、パーツの説明用ですので実際と若干
異なる場合があります。
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シリコンダイヤフラム②

ブラジャー調整
バックル

フランジリンカー
さく乳口

トンネル部分(φ24mm)

弁

母乳容器

電源アダプター
（別売り）

注ぎ口

ハンズフリーカップ

薄めです



3.充電

3.1	 準備

	 まず準備として、本器を初めて使用する前に次のことを行っ
てください。

（1）	�電源アダプターを準備してください。（別売り）

  警告　�下記仕様の電源アダプターのみを使用してくだ
さい。（別売り）

<入力電力AC 100～240V 50/60Hz、出力電力DC 5V 1.0A>

電源アダプター（別売り）

（2）	電源アダプターを使用して USB ケーブルを接続
して充電します。本器の電動部にはリチウム電
池が内蔵されています。
※11ページ（第3.2項）を参照してください。

（3）	洗浄する前に、母乳および皮膚が触れるすべて
の部分を分解します。
※12ページ（第4項）を参照してください。

（4）	各部品を洗浄して消毒します。
※15ページ（第5項）を参照してください。
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3.2	 充電

Min

バッテリー表示

電源ソケット
（Type-C）USBケーブル

（Type-C）

電源アダプター

本器を使用する前にUSBケーブルを電動部上部の電源ソケットに差
し込み、約2.5時間充電してください。充電中はバッテリー表示が
点滅します。充電が完了になりますとバッテリー表示が消えます。

 警告
本器を過度の温度にさらさないでください。
許容周囲温度の範囲内で充電してください。
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4.分解の方法

4.1	 ハンディカップ

（1）	フランジに付いているシリコンダイヤフラム①
から電動部を取り外します。

電動部

シリコンダイヤフラム①

フランジ

（2）	シリコンダイヤフラム①をフランジから取り外
します。

12 13



（3）	母乳ボトルからフランジを回転させ取り外します。

母乳ボトル

ダックビル弁

（4）	フランジの底についているダックビル弁のベロ
を持ちながら取り外します。

（5）	これですべての部品の分解が完了です。

シリコン
ダイヤフラム①

ダックビル弁

12 13

哺乳
キャップ

乳首

乳首土台

お手入れ用
スティック

（ニップルケア）

哺乳セット

NIPPLE CARE



4.2	 ハンズフリーカップ

（1）	さく乳口のフチのタブ部分を持ち母乳容器から
取り外します。
さく乳口

母乳容器

（2）	タブを持ちながらさく乳口からフランジリンカー
を取り外します。

（3）	シリコンダイヤフラム②と弁を取り外して分解
完了です。

シリコン
ダイヤフラム②フランジリンカー

弁
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5.洗浄と消毒について

	 初回使用時と使用後は十分に洗浄したのち、必ず消毒をして
ください。

  注意　洗えないもの・消毒できないもの

	 電動部、USBケーブルは洗浄できません。� ･
濡らしたり、消毒しないでください。

電動部 USBケーブル

洗えるもの・消毒できるもの

	 上記以外のパーツはブラジャー調整バックルを除き100℃ま
での高温消毒が可能です。
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5.1	 洗浄

	 初回使用時と使用後は、すぐに全ての部品を分解し、菌の繁
殖を防ぐため、洗浄可能な部品を全て洗浄してください。

	 洗浄には専用の哺乳びん洗い洗剤や食器用洗剤をご使用くだ
さい。研磨剤の入った洗剤は、傷がつく原因となりますので、
使用しないでください。

	 洗浄の際、硬めのブラシで磨くと損傷するおそれがあります
ので、やわらかくきれいなブラシをご使用ください。つまよ
うじなどの先の尖ったものは使用しないでください。

	 特にシリコン製の部品の取り扱いには十分注意してくださ
い。破れや傷がつくおそれがありますので洗浄の際には、ブ
ラシを使わずに手で洗うなど、丁寧に取り扱ってください。･
※キズによる吸引力低下のおそれがあります。

	 洗浄は、飲料水やミネラルウオーターなど、きれいな水をご
使用ください。

	 洗浄は清潔な場所や容器で行ってください。

乳首の洗浄について
	 乳首の先端はデリケートです。ブラシなどで洗うときは、乳
首専用のブラシを使用し、乳首の先端を指のはらで押さえな
がら洗ってください。

	 乳首の吸い穴は特に両手でやさしくもみ洗いをしてください。
強く洗ったり引っ張ったりすると、乳首が裂けてモレの原因
になります。

	 乳首には、保護のために食品添加物の安全なオイル状の保護剤
を塗布しています。･
必ず、洗浄・消毒の上ご使用ください。
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5.2	 消毒

	 部品の洗浄が終了しましたら、消毒を行ってください。

（1）	煮沸消毒の場合
大きく清潔な鍋に水をたっぷり入
れ、よく洗浄した部品を入れて、
火にかけ沸騰させます。（図参照）
※�部品が鍋のフチについて変形す
るおそれがありますので、大き
な鍋にたっぷり水を入れて消毒
してください。
※�消毒時間は沸騰したお湯に入れて3～5分です。過度な煮沸
は部品を早くいためるおそれがあります。

（2）	薬液消毒の場合
哺乳びんや乳首専用の消毒液を使います。詳しくは、消毒液
の取扱説明書に従ってください。
※薬液消毒の場合、部品の色が変わることがあります。

（3）	電子レンジ消毒の場合
  注意

不可

電子レンジでの消毒は不可です。･
各部品の変形、破損のおそれがありますので、電子レンジ
での消毒はしないでください。
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5.3	 電動部のクリーニングについて

	 下記に従ってクリーニングをしてください。
•	 清潔で湿らせたタオルで拭いてください。（図参照）
•	 クリーナーや研磨布を使用すると、ディスプレイ表示が見
にくくなる可能性があります。

  注意
•	電動部を水に浸したり、水をかけたりしないでください。（図参照）
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5.4	 部品の乾燥・保管

	 清潔で乾いた布またはペーパータオルで水気を拭き取ってく
ださい。もしくは自然乾燥させてください。

	 乾燥した部品は、次回使用するまで清潔な袋または容器に保
管してください。カビや菌の繁殖のおそれがありますので、湿っ
た状態で、密閉容器や袋に部品を保管しないでください。

	 煮沸後、白い残留物が残る場合があります。水分中のミネラ
ル等ですので、きれいな布で拭き取り、自然乾燥してください。
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6.組み立てかた

	 お使いになる前には分解、洗浄、消毒、乾燥、充電をしてく
ださい。� ･
⇒7～19ページ（参照第2～5項）
※�分解・洗浄・消毒したのち順番に沿って正しく組み立てて
ください。
※�シリコン製の部品は取扱いに十分注意してください。破損
や傷がつくおそれがありますので丁寧に取り扱ってください。
※組み立てる前に必ず手をよく洗ってください。

6.1	 ハンディカップの組み立てかた

必要な部品：7ページ（2.2項）参照
•	 フランジ
•	 母乳ボトル
•	 シリコンダイヤフラム①
•	 電動部
•	 ダックビル弁

  注意
次の点に注意してください。

	 さく乳器の一部の部品は非常に小さいです。洗浄後の部品を
組み立てる際は、部品の不足がないか確認してください。
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（1）	フランジにシリコンダイヤフラム①を取り付け
ます。
手でしっかり押して端を固定させ、完全に密着させます。

シリコンダイヤフラム①

フランジ

（2）	ダックビル弁を取り付けます。
ダックビル弁をフランジの底部までしっかり押します。

ダックビル弁
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（3）	本体をボトルに取り付けます。
ボトルをフランジの底にねじ込みます。

母乳ボトル

（4）	電動部を取り付けます。 
電動部の電源を切り、本体のシリコンダイヤフラム①に取り
付け、完全に密着させます。

電動部
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（5）	さく乳の準備をします。
図のように本体のフランジを乳房にしっかりと押し付け、乳
首がさく乳口の中心にあることを確認してください。
さく乳の吸引力を高めるため、本器と胸の位置が歪まないよ
うに注意してください。

哺乳びんとして使用する場合
３６ページを参照ください。
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6.2	 ハンズフリーカップの組み立てかた

必要な部品：
•	 さく乳口
•	 弁
•	 シリコンダイヤフラム②
•	 母乳ボトル
•	 フランジリンカー
•	 電動部（モーターユニット）･

（1）	フランジリンカーにシリコンダイヤフラム②を
取り付けます。
手で押してフチにしっかりはめ込み、密着させます。 

シリコンダイヤフラム②
※①に比べ薄めです。

フランジリンカー
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（2）	弁を取り付けます。
弁を本体のフランジリンカー底部へ正しい方向に取り付けます。

弁 正しい向き

（3）	母乳容器を取り付けます。
組み立てた本体を母乳容器に入れ、シリコンダイヤフラム②
取り付け部分を両手で押して端を完全に密着させてください。
フランジリンカーの「耳」部分を母乳容器の内部リブに合わ
せて完全に密閉させます。

母乳容器 内部リブ

「口」

「耳」
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（4）	さく乳口を取り付けます。
さく乳口のトンネル部分(φ24mm)をフランジリンカーの口部
分にしっかりはめ込み取り付けます。
さく乳口、母乳容器のそれぞれの注ぎ口（切りかき）に、両
手で端を押してしっかり密着させます。（図参照）

さく乳口

トンネル部分
をフランジ･
リンカーの
「口」へ

注ぎ口（切りかき）を合わせる

フチを合わせる
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（5）	電動部を取り付けます。
電動部の電源を切り、カップ本体に装着して、完全に密着さ
せます。

（6）	さく乳の準備をします。
さく乳口を胸にしっかりと押し付けます。乳首がさく乳口の
中央にあることを確認してください。さく乳の吸引力を高め
るため、本器と胸の位置が歪まないように注意してください。
状態を確認したら本器をブラジャー内に入れます。
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（7）	ブラジャーの調整をします。
本器は、ハンズフリータイプなので通常の授乳用ブラジャー
の下に着用できます。着用して使用中に不快感や痛みを感じ
る場合は、ゆったりとした伸縮性のある授乳用ブラジャーを
着用するか、ブラジャーの両端にある調整用のバックルを使
用して、ブラジャーベルトの長さを調整してください。
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7.電動部の説明

7.1	 さく乳の吸引モードの説明

（1）	快速吸引モード
ここちよい速さで、母乳をさく乳

（2）	優しい吸引モード
優しく効率的に母乳をさく乳

7.2	 電動部の操作ボタンおよびディスプレイ表示

【操作ボタン】
❶ モード切換ボタン
❷ 電源スタート/ストップボタン
❸ 吸引力を上げるボタン（＋）
❹ 吸引力を下げるボタン（－）

【ディスプレイ表示】
❶ 吸引の強さ表示
❷ 使用時間（数字）
❸ バッテリー表示
❹ 快速吸引モード表示
❺ 優しい吸引モード表示
❻ 使用時間の単位　（Min　分）

2

34

1

Min

1

Min

2 3

4
5
6
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8.さく乳のしかた

  注意

	 身体の状態に合わせて吸引力を適正なレベルに調節してから
ご使用ください。� ･
強すぎて不快感または痛みを伴うレベルでの使用はしないで
ください。痛みは、乳房や乳首の外傷の可能性とともに、母
乳量を低下させる可能性があります。

	 さく乳するときは手を清潔にしてから行ってください。

	 片胸あたり10分程度を目安にして左右交互にさく乳してくだ
さい。ただし、乳房の状態によって、母乳の量には個人差が
ありますので、様子を見ながら行ってください。

	 さく乳による母乳の量が少ない、できない、または苦痛を感じ
た場合は専門の医療機関または育児の専門家にご相談ください。

8.1	 電動部の操作説明

（1）	カップ本体の部品がそ
れぞれ正しく組み立て
られ、電動部ときちん
と接続し密着されてい
ることを確認します。
（参照6.1項、6.2項）

Min
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（2）	まず側面の電源スタート/ストップボタン「 」
を1回押し（1秒以上長押し）、電源を入れます。

（3）	モード切換ボタン「 」を押してから、お好み
の快適な吸引を選択します。
産後早期には、乳管が機能しにくいため、最初は快速吸引モー
ド「 」を使用することで母乳の分泌を効果的に促進できます。

（4）	吸引モードの選択ができたら、再度、電源スター
ト / ストップボタン「 」を軽く1回押し、吸
引を開始します。
→吸引操作しない場合、5分後に自動的に停止します。

Min

（5）	母乳が流れ始めたらすぐに、モード切換ボタン
「 」を押して、優しい吸引モード「 」を選
択することができます。
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（6）	吸引力を上げる「 」ボタンと吸引力を下げる
「 」ボタンで調整し、最適な吸引のレベルを見
つけます。
→ �吸引動作が開始しましたら、痛みを感じない吸引のレベ
ルまで、吸引力を上げるボタン「 」、吸引力を下げる
「 」ボタンを調整して最適な吸引のレベルを見つけます。

Min

（7）	さく乳をやめる場合は、スタート/ストップボタ
ン「 」を押して吸引動作を停止します。
→ これにより、カップの位置を再調整することができます。
→ 5分以内にさく乳が再開されない場合、電動部は自動的に電
源オフになります。

（8）	さく乳器の電源をオフにする場合は、電源入/切
スタートボタン「 」を長押して、さく乳器の
電源を切にします。
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8.2	 ハンズフリータイプのさく乳についてのポイント

（1）	さく乳動作中
作動している間、少し前かがみになり、乳首からのすべての
母乳が容器に入るようにしてください。

（2）	さく乳終了
①�母乳をこぼさないように、本器のカップをブラジャーから
慎重に取り外します。
②�カップの目盛りを使用して、さく乳した母乳の量を読み取
ることができます。母乳容器の目盛りは、母乳のおおよそ
の量を表します。
③�母乳容器を下に向けて、注ぎ口から母乳を哺乳瓶または容
器に注ぎ、保管します。カップのまま冷蔵庫に保管せず、
必ず別の容器に移し替えてください。

目盛

注ぎ口
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9.母乳の保存について 

9.1	 母乳の保存の期限（目安）

	 母乳は保存期限によらず早めにお使いください。

	 保存方法は3通りあります。� ･
器具やボトルは必ず洗浄したものを使用してください。

室温保存
（25℃以下）

冷蔵保存
（4℃以下）

冷凍保存
（約-18℃）

さく乳直後の
母乳 2時間 24時間 3か月（推奨）/

6か月（使用可能）

解凍した母乳 2時間 24時間 不可

	 解凍は、湯せん、または流水で行ってください。

	 解凍した母乳を再度冷凍保存することはできません。

9.2	 保存した母乳の温め方

（1）	室温保存・冷凍保存の母乳の場合
•	 容器ごと40℃前後のぬるま湯で、人肌まで温めます。　

（2）	冷凍保存の母乳の場合
•	 冷蔵庫に移し、自然解凍させるか、流水かぬるめのお湯で徐々
に解凍し、消毒した哺乳びんに移して人肌まで温めます。

•	 温めるときは、50℃以上の熱湯や電子レンジ、直火は決し
て使用しないでください。母乳の栄養成分の一部が失われ
ます。
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（3）	その他、注意したいこと
•	 保存容器は密閉できるものを使用してください。冷凍の場
合は母乳専用パックがおすすめです。

•	 保存の際、さく乳した母乳の日付がわかるようにしてください。
•	 冷凍/解凍サイクルを繰り返すと、母乳の構造が破壊されま
す。したがって、母乳は絶対に再冷凍しないでください。

•	 損傷の兆候が見られる哺乳びんや部品からの母乳は使用し
ないでください。

  注意

	 母乳を赤ちゃんに与える前に、必ず母乳の温度を確認してく
ださい。

	 電子レンジや沸騰した鍋のお湯で母乳を解凍・温め等しない
でください。これにより、母乳の栄養成分を保存し、火傷を
防ぐことができます。

	 母乳の成分を保存するために、母乳は冷蔵庫で一晩解凍する
かボトルまたはバッグを温水(最大37℃)で保持し、解凍した
らすぐに使用してください。
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10.授乳について

乳首と乳首土台のセットのしかた

(1)	使用前に必ず乳首の空気弁
と乳孔のお手入れを行って
ください。
空気弁・乳孔がしっかり開いたこ
とを確認できるまで、軽くまわし
ながらやさしく押し広げてください。
※�空気弁が取れないようにご注意く
ださい。お手入れ用スティック
（ニップルケア）を使用してもミ
ルクの出が悪い時は裏から見てい
ただき半球状のプックリしたとこ
ろを清潔な指でやさしく両側に広
げていただくと、よりスムーズに
空気が入ります。

(2)	乳首土台の下から乳首を通
します。

(3)	乳首のふくらみがきれいに
出るよう、上下に数回引っ
張ってセットします。
（しっかりと数回くり返す）

この部分が乳首土台から
出るようにしてください。

乳首土台

乳首

空気弁のお手入れ

お手入れ用
スティック
（ニップルケア）

乳孔のお手入れ

乳孔は
内側から

空気弁は
外側から
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(4)	乳首土台を裏側にして、乳首の台
座部分がヨレ・たるみなく均一な
円形になっているか、確認してく
ださい。

(5)	斜めにはまらないように注意しな
がら、母乳ボトルに確実にセット
します。

	 確認したら授乳してください。

(6)	使わないときは哺乳キャップをし
ておくと衛生的です。

(7)	調乳温度の測り方
付属の乳首「スーパークロスカット」は、穴が開いているの
ではなく十字に切れ込みの入った乳首です。赤ちゃんが吸う
までミルクが出てこないため、逆さまにしてもミルクが漏れ
ないのが特長です。
肌に当てる場合
市販のミルクの調乳の際の温度確認は、哺乳びんの底で円を
描くように回してから、側面をお肌に当てて適温（約40℃）
かを確認して下さい。
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ニップルケアを使う場合
付属のお手入れ用スティック（ニップルケア）を使って乳首の
先を挟むと、スーパークロスカット（乳首）は開きミルクが出
てきますので、お肌に当てて適温（約40℃）かを確認してく
ださい。（図は一例です）ご都合の良い方法で確認してください。
※「スーパークロスカット」はジェクス株式会社の登録商標です。

①挟んで
押し込む

②平行を保ったままライン
の上まで持ち上げる

③乳孔を下にして
温度を確かめる

  注意

	 使用前に必ずニップルケアで2箇所お手入れを行い、セットし
てください。
	 洗浄・消毒時に裏返った乳首は、元に戻してからセットして
ください。
	 市販のミルクの調乳には一度沸騰させて冷ましたお湯(70℃以
上)をご使用ください。沸騰直後の熱湯を入れると、ヤケドな
どの原因となり危険です。
	 乳首を乳首土台に装着時は台座部分がヨレ・たるみなく均一
な円形になっていることを確認してください。モレの原因に
なります。
	 キズのついた乳首は、使用しないでください。
	 赤ちゃんを必ず抱っこして授乳してください。
	 授乳は必ず保護者が行ってください。
	 歯の生えている赤ちゃんが、噛んで引っ張ると裂けることが
ありますので注意してください。
	 乳首は消耗品です。1ヶ月を目安にお取替をお願いします。
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11.日常のメンテナンスとお手入れについて

11.1	 部品のお手入れ

  注意　洗えないもの・消毒できないもの

	 電動部、USBケーブルは洗浄できません。� ･
濡らしたり、消毒しないでください。

電動部 USBケーブル

洗浄・消毒可能なもの

上記以外のパーツは100℃まで高温消毒可能です。（ブラジャー調
整バックルを除く）
→15ページ（5項）を参照ください。

11.2	 内蔵電池（バッテリー）の長持ちのために

•	本器を涼しい場所に保管してください。
•	内蔵電池（バッテリー）を長持ちさせるため完全に消耗する前に
充電してください。
•	本器を保管する前に、内蔵電池（バッテリー）を完全に充電して
ください。
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12.故障とお考えの前に

問題 対応

スタート/一時停止ボ
タン「 」を押した後、
タイマーがカウントアッ
プしない

●�充電完了になっているか、確認し
てください。なっていない場合は
充電完了にしたうえで再度お試し
ください。
●�これらを行っても改善されない場
合は、最寄りの販売店もしくはお
問合せ窓口に連絡してください。

スタート/一時停止ボ
タン「 」を押した後、
吸引が作動しない

●�電動部のスイッチが入っているこ
とを確認してください。
●�これらを行っても改善されない場
合は、最寄りの販売店もしくはお
問合せ窓口に連絡してください。

吸引力が低い、または
吸引力がない

●�本器の全ての部品が正しい方向で
正しい位置に取り付けられ、清潔
を保たれ乾燥しているか確認して
ください。特に弁が正しく装着さ
れていることを確認してください。
●�さく乳中は、さく乳口の乳房の周
りが完全に密閉されていることを
確認してください。
●�これらの手順を実行しても吸引力
が改善されない場合は、最寄りの
販売店もしくはお問合せ窓口に連
絡してください。
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13.廃棄

（1）	電動部（モーターユニット）の廃棄
電動部はリチウムイオンポリマー電池を内蔵しています。バッ
テリーの寿命が来ましたら本体から電動部を離して速やかに
廃棄してください。
この電池は内蔵電池のため、交換不能です。廃棄のために電
池を絶対に取り外さないでください。
廃棄の際は、下記に送付ください。送料はお客様負担となります。

松吉医科器械株式会社　お客様相談室・機器廃棄担当
〒113-8520　東京都文京区湯島3-14-9　湯島ビル3階 
TEL　03-5816-8819（音声ガイダンス）

（2）	カップ、調整バンドの廃棄
部品は、家庭ごみとして処分できるプラスチックでできています。

（3）	その他（USBケーブル）	
地域の規制に従って廃棄してください。
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14.部品仕様 

No.  名称 材質 耐熱
温度

消毒方法

煮沸 電子 
レンジ 薬液

1 シリコン
ダイヤフラム① シリコーンゴム 120℃ OK NG OK

2 ダックヒル弁 シリコーンゴム 120℃ OK NG OK
3 フランジ ポリプロピレン 120℃ OK NG OK
4 母乳ボトル ポリプロピレン 120℃ OK NG OK
5 フタ ポリプロピレン 120℃ OK NG OK
6 さく乳口 シリコーンゴム 120℃ OK NG OK

7 シリコン
ダイヤフラム② シリコーンゴム 120℃ OK NG OK

8 フランジ
リンカー ポリプロピレン 120℃ OK NG OK

9 弁 シリコーンゴム 120℃ OK NG OK
10 母乳容器 ポリプロピレン 120℃ OK NG OK
11 乳首 シリコーンゴム 120℃ OK NG OK
12 哺乳キャップ ポリプロピレン 120℃ OK NG OK
13 乳首土台 ポリプロピレン 120℃ OK NG OK

14
お手入れ用･
スティック
（ニップルケア）

ポリプロピレン 120℃ OK NG OK

15 電動部 ABS樹脂など
リチウム電池 ― ―

16 USBケーブル 一般電気部品 ― ―

17 ブラジャー調整バックル ポリウレタン ― ―
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15.定格仕様 

（1）	電動部
機能 快速モード/優しいモード
吸引力レベル 9段階
自動オフ 操作なしで5分経過
外部電源 DC 5V 1A　USBType-c charging 

使用電池 リチウムイオンポリマー電池
DC3.7V /Li-ion Battery 1000mAh

吸引力

ハンディカップ
快速吸引モード「 」	 ：< 285㎜Hg
優しい吸引モード「 」	：< 150㎜Hg

ハンズフリーカップ
快速吸引モード「 」	 ：< 245㎜Hg
優しい吸引モード「 」	：< 170㎜Hg

騒音値 50dBA以下
充電時間 約2.5時間
連続稼働時間 約2.0時間

寸法

電動部のみ
（W）幅68㎜×（D）奥行64㎜×･
（H）高さ54㎜

ハンディカップ（電動部含む）
（W）幅85㎜×（D）奥行117㎜×･
（H）高さ185㎜

ハンズフリーカップ（電動部含む）
（W）幅113㎜×（D）奥行85㎜×･
（H）高さ145㎜
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質量
電動部のみ	 ：約116g
ハンディカップ（電動部含む）	 ：約194g
ハンズフリーカップ（電動部含む）	：約210g

保護等級 IP22

使用環境
温度：5℃～35℃
湿度：15%～93%
気圧：70kpa ～106kpa

保管および 
輸送環境

温度：－20℃～50℃
湿度：15%～93%
気圧：70kpa ～106kpa

（2）	USBケーブル
プラグ形状 Type-C
ケーブル長　 1.0m

（3）	哺乳セット

乳首
吸い穴の形状：クロスカット
サイズ：１サイズ全月齢対応
お手入れ用スティック（ニップルケア）付き

母乳ボトルの
容量 180㎖ （最大目盛り容量）

（4）	電源アダプター（別売り）
入力 AC 100～240V 50/60Hz
出力 DC 5V 1.0A
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16.保証規定
1.	� 取扱説明書等の注意書にしたがった正常な状態で、お買い上げ
の日より1年以内に故障した場合に無償保証いたします。

2.	 無償保証期間内でも次の場合には有償修理になります。
（イ）	�使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷
（ロ）	お買い上げ後の落下などによる故障および損傷
（ハ）	�火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や電源

の異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）などによ
る故障および損傷

（二）	本書の提示がない場合
（ホ）	�本書にお買い上げ日、ご使用者名、販売店名の記入のない

場合、あるいは字句を書替えられた場合
（へ）	�ご使用後の外装面の傷、破損、および外装部品、付属品の

交換
（ト）	故障の原因が本製品以外に起因する場合
（チ）	複数人での利用
（リ）	�その他取扱説明書（本書）に記載されていない使用方法に

よる故障および損傷
 3.	� 本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管し
てください。

 4.	� この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修
理をお約束するものです。

	� したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限す
るものではありません。
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保証書
この度は、弊社の製品をお買い上げいただきありがとうござ
いました。 末永くご愛用の程、お願い致します。下記のとおり
製品保証をいたしておりますので、この保証書は大切に保管
してください。

販 売 名 マツヨシ2Way　さく乳器
らくらくCoCo

製 造 番 号

お 買 上 日 　　　　　年　　　　月　　　　日  

保 証 期 間 お買上日より1年間

貴 院 名

ご使用者名

ご 住 所

電 話 番 号

販 売 店 名

住 所

TEL / FAX



〒113-8520　東京都文京区湯島3-14-9　湯島ビル3階 
TEL　03-5816-8819（音声ガイダンス）

［販売元］


